


















































































































年から始まり、明治 29（1896）年まで続く。とりわけ目を引くのが、明治 27（1894）年から明治 29（1896）年ま
















え、特に明治 36（1903）年から上演禁止となる明治 38（1905）年までの 3年間は一気にその数が増えている（6）。
それではそれ以前の興行活動はどのように捉えられるだろうか。これらを考える上で、まず抑えておきたいの





【表 1】明治 22（1891）年～明治 40 年（1907）における源氏節の興行記録












33 58 8 7
34 75 17 39
35 13 7 56
36 3 0 84
37 2 6 101





＊東京の明治 38 年度は 5月までの合計。
45
認できないが、翌年 1月に源氏節が登場して以降、興行回数は一挙に増える。京都では明治 29（1896）年から明































いずれにしても明治 36（1903）年から急激に増えた東京での興行は明治 38（1905）年の 6月に、過激な演出を
理由に上演禁止となってしまう。この上演禁止の影響は大きく、名古屋でもそれ以降はしばらく興行記録がない。
次に名古屋での興行が見られるのは、明治 39（1906）年 1月上旬、岡本美根代司一座の興行である〔国立劇場近






























明治 40（1907）年まで確認できる。興行記事は上演禁止になった明治 38 年（1911）前後が多いが（14）、1890 年明
治後半にも記事がいくつか確認できる（15）。また同年には「おなじみの源氏節岡本峰松」という表記があり、この
地域に源氏節が浸透していたことが窺える（16）。その他、全体的な興行頻度では、明治 36（1903）年には源氏節が













































































３　時期は少し後のものであるが、東京朝日新聞、1984 年（明治 26）8 月 18 日付けには、東京での源氏節芝居の興行が女俳優
12 名、源氏節 5名の一座であったことが記されている。また、明治 30 年大阪角劇場での興行（岡本美代路一座）には、役
者 14 名、太夫（じんく）6名が記されている〔国立劇場近代歌舞伎年表編纂室　1988〕
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“Performance activity of Genji- bushi from the middle to the end 
of the Meiji era: Focusing on the Tokai area”
SONODA Iku
This study discusses the performance activity of Sekkyo Genji-bushi which was created at the beginning of the Meiji era 
and performed commonly from the middle to the end of the Meiji era. During this period, Sekkyo Genji-bushi was performed 
most frequently with woman’s plays. but this has not been discussed substantially. According to the performance records of 
“Kindai-Kabuki-Nenpyo” , Sekkyo Genji-bushi is considered to have been performed widely around the Nagoya area and other 
areas. Moreover, looking into the performance activity using articles from a local newspaper（Shizuoka minyu Sinbun）
revealed that Sekkyo Genji-bushi, which inherited the pre-modern narrative style, was becoming increasingly popular among 
the audience who enjoyed not only seeing a play but also enjoying singing.

